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一 

 



愛
知
県
に
お
い
て
も
三
河
湾
地
域
リ
ゾ
ー
ト
構
想
の
な
か
で
、
南
知
多
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
し
て
、
九
〇
年
五
月
二
四
日
に
南
知
多
町
、
師
崎
漁
協
、
鹿
島
建
設
、
川
崎
製
鉄
、
名
古
屋
鉄
道
、
住
友
生 

 
 

 
 

命
、
東
海
銀
行
な
ど
が
出
資
し
て
、
西
浦
海
岸
の
五
〇ha

を
埋
め
立
て
リ
ゾ
ー
ト
化
す
る
た
め
の
「
南
知
多 

 
 

 

リ
ゾ
ー
ト
開
発
株
式
会
社
」
が
設
立
さ
れ
た
。 

一
方
、
こ
の
第
三
セ
ク
タ
ー
に
出
資
し
た
師
崎
漁
協
で
は
、
八
九
年
一
一
月
二
七
日
の
「
臨
時
総
会
」
で
、
特
定

区
画
漁
業
権
と
第
一
種
共
同
漁
業
権
の
一
部
放
棄
を
決
め
た
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
議
決
前
に
必
要
な
、
漁
業
法 

 

第
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
が
定
め
る
「
書
面
に
よ
る
同
意
」
を
得
て
い
な
い
。
即
ち
、
「
総
会
の
議
決
前
に
…
… 

 

政
府
の
リ
ゾ
ー
ト
乱
開
発
政
策
の
下
、
全
国
の
沿
岸
で
海
洋
リ
ゾ
ー
ト
開
発
が
計
画
さ
れ
、
そ
の
開
発
に
要
す 

 

る
埋
め
立
て
の
た
め
の
漁
協
の
漁
業
権
放
棄
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
が
頻
発
し
て
い
る
。 

師
崎
漁
協
・
豊
浜
漁
協
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



当
該
漁
業
権
の
内
容
た
る
漁
業
を
営
む
者
」
で
あ
っ
て
「
当
該
漁
業
権
に
係
る
…
…
地
元
地
区
…
…
の
区
域
内
に
住

所
を
有
す
る
も
の
の
三
分
の
二
以
上
の
書
面
に
よ
る
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
は
全
く
守
ら
れ 

て
い
な
い
。
さ
ら
に
、
こ
の
漁
業
権
の
一
部
放
棄
を
決
め
た
漁
協
の
「
臨
時
総
会
」
は
、「
総
組
合
員
（
准
組
合
員
を

除
く
。
）
の
半
数
以
上
が
出
席
し
、
そ
の
議
決
権
の
三
分
の
二
以
上
の
多
数
に
よ
る
議
決
を
必
要
と
す
る
」
（
水
産
業

協
同
組
合
法
第
五
〇
条
）
と
い
う
規
定
が
無
視
さ
れ
て
、
正
組
合
員
四
一
三
名
の
う
ち
「
本
人
出
席
は
理
事
の
七
名

で
、
四
一
一
名
の
う
ち
ほ
と
ん
ど
が
書
面
決
議
」
（
九
〇
年
七
月
三
日
、
愛
知
県
議
会
農
水
委
員
会
で
の
県
水
産
振 

 

興
室
長
の
答
弁
）
、
つ
ま
り
、
書
面
に
よ
る
記
名
投
票
に
よ
っ
て
議
決
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
南
知
多
町
の
豊
浜
漁
協
で
も
、
九
一
年
六
月
一
五
日
の
臨
時
総
会
で
、
区
画
漁
業
権
及
び
共
同
漁
業
権 

 

の
縮
小
並
び
に
一
部
抹
消
を
決
め
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
も
埋
め
立
て
で
生
活
を
奪
わ
れ
る
素
も
ぐ 

 

り
、
た
こ
が
め
、
な
ま
こ
な
ど
の
、
こ
の
漁
業
権
に
よ
っ
て
漁
業
を
営
み
、
地
元
地
区
に
住
ん
で
い
る
漁
業
者
の 

 
 

三
分
の
二
以
上
の
事
前
同
意
を
得
て
い
な
い
。 

四 

 



関
係
漁
業
者
の
事
前
同
意
も
取
ら
ず
、
「
特
別
決
議
事
項
」
の
手
続
き
も
無
視
す
る
な
ど
、
漁
業
法
や
水
産
業
協 

 

同
組
合
法
も
守
ら
ず
に
漁
業
権
の
縮
小
・
廃
止
が
強
行
さ
れ
、
営
漁
意
欲
を
も
つ
漁
業
者
の
漁
業
権
が
不
法
に
奪 

 

わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

一 

漁
業
法
第
八
条
第
三
項
及
び
第
五
項
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
五
〇
条
の
規
定
や
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
受
け 

 

て
出
さ
れ
た
「
組
合
総
会
の
議
決
前
に
関
係
漁
民
の
三
分
の
二
以
上
の
書
面
同
意
を
取
り
な
さ
い
」
と
い
う
趣
旨

の
、
一
九
七
二
年
九
月
二
二
日
付
け
、
水
産
庁
漁
政
部
長
の
文
書
か
ら
み
て
も
、
政
府
と
し
て
、
師
崎
漁
協
や 

 
 

豊
浜
漁
協
の
よ
う
な
漁
業
権
の
放
棄
・
変
更
の
決
め
方
に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
、
見
解
を
問
う
。
さ
ら
に
、 

 
 

そ
の
決
定
を
無
効
と
し
、
法
に
即
し
た
決
定
の
や
り
直
し
を
指
導
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。 

二 

リ
ゾ
ー
ト
「
開
発
」
に
幻
想
を
抱
き
、
法
定
の
手
続
き
を
踏
ま
ず
に
、
現
に
漁
業
を
営
ん
で
い
る
漁
業
の
権 

 
 

利
を
奪
う
よ
う
な
動
き
が
全
国
に
広
が
っ
て
は
な
ら
な
い
。
政
府
と
し
て
漁
業
法
・
水
産
業
協
同
組
合
法
の
厳 

 
 

 

つ
い
て
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

五 

 



 

六 

格
な
順
守
を
つ
よ
く
指
導
し
、
漁
業
者
の
漁
業
権
保
護
と
い
う
法
の
趣
旨
を
徹
底
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

右
質
問
す
る
。 


